
― 32 ―

新潟県（越後国）の挽物製品について

� 水澤幸一（新潟県胎内市役所）

はじめに

　県内の主な挽物出土遺跡として、中越の八幡林遺跡で約 40 点、箕輪遺跡で約 100 点、下越阿賀北
の清水潟北岸一帯の遺跡群で約 200 点（船戸桜田遺跡 100 点、船戸川崎遺跡 30 点、青田遺跡 16 点、
中倉遺跡 14 点、草野遺跡 13 点、屋敷遺跡 10 点、蔵ノ坪遺跡 8 点等）が出土している。その他、新
発田市・阿賀野市・加茂市・新潟市等下越の低湿地遺跡からの出土も認められ、県内全体では 350 点
以上となる。ほとんどが河川跡からの出土である。なお、なぜか国府所在地の上越では、ほとんど報
告されていない。
　以下、以前に行った研究（水澤 2002・2007・2020）をもとにみていく。

８～ 10世紀の挽物製品

　挽物の種類は、有台盤・無台盤・椀・鉢・蓋等で、有台盤・無台盤・椀等の漆器が、全体の 1 割ほ
どを占めている。無台盤が 6 割以上を占め、有台盤を合わせると 9 割近くとなる。
　まず、器種分類を行い、その帰属年代を示す。年代は、図 9（春日 1999）に準ずる。
（１）白木製品

　無台盤（図１）　最も出土点数が多い。Ⅰ類～Ⅵ類に分類した。
　Ⅰ類　体部の立ち上がりがわずかなタイプ。口径25㎝以上の大きなものが多い。Ⅲ～Ⅴ2期頃まで。
　Ⅱ類　体部が屈曲し、底部との境が明瞭なもの。Ⅴ類に次いで多い。Ⅳ 2 ～Ⅴ 2 期。
　Ⅲ類　体部外面中位の削りの角度を変えるため、体部が屈曲するもの。Ⅴ 1 ～Ⅴ 2 期。
　Ⅳ類　Ⅲ類と反対に、体部内面中位に屈曲をもつもの。Ⅲ類よりは多い。Ⅴ 2 ～Ⅵ 2 期。
　Ⅴ類�　体部が外へ開くタイプ。底部と体部の境が丸みをもつものが多い。最も出土例が多い。Ⅰ類

の発展形態で、Ⅴ 1 期から認められるが、Ⅱ類が衰えるⅥ 1 期以降主体となる。Ⅵ 3 期まで認
められる。

　Ⅵ類　体部の屈曲が強く、器高が 3 ㎝以上と深いタイプ。類例は少ない。Ⅴ 2 ～Ⅵ 1 期。
　有台盤（図 2）　形態差が著しい。Ⅰ類～Ⅹ類に分類した。
　Ⅰ類�　体部の立ち上がりがほとんどなく、短いもの。無台盤Ⅰ類に対応するものである。Ⅳ 1 ～Ⅳ

2 期。
　Ⅱ類�　無台盤に最も近いが、側よりの削り込みが認められ、高台を意識したと考えられるもの。い

わゆる総高台である。内刳りは、ほとんど認められない。多くのバリエーションがある。Ⅳ 3
～Ⅵ 1 期。

　Ⅲ類　無台盤Ⅳ類に側から削り込みを入れたもの。器高は、5 ㎝近くある。Ⅴ 2 期。
　Ⅳ類　明確に低い高台を削り出すもの。Ⅳ 2 ～Ⅵ 1 期。
　Ⅴ類　太く高めの高台に、屈曲して短く立ち上がる体部がつくもの。Ⅳ 3 ～Ⅴ 2 期。
　Ⅵ類　Ⅴ類に近いが、底部を厚く（2.5㎝）削り残し、器高がやや高いもの。Ⅴ 2 期。
　Ⅶ類　Ⅱ類の底部に高く太い高台が付されたもの。Ⅵ 1 期か。
　Ⅷ類　細く高い脚部がつくもの。体部は屈曲する。口径の大きいものが多い。Ⅳ 3 ～Ⅴ 2 期。
　Ⅸ類�　体部が水平ぎみに開くもの。底部は、総高台状を呈するものが多い。体部が短いものと、比
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較的長いものがある。Ⅹ類とともに最も新しく現れてくる器形である。Ⅵ 2 ～Ⅵ 3 期。
　Ⅹ類　水平に短く開く体部に、厚い底部がつくもの。Ⅵ 3 期。
　蓋（図 3）　Ⅰ～Ⅲ類に分類した。他に壺類に伴う小型蓋がある。
　Ⅰ類　つまみが輪状で、端部を折り曲げる形状のもの。Ⅳ 1 期。
　Ⅱ類　つまみが擬宝珠形で、端部を折り曲げる形状のもの。Ⅴ 2 期。
　Ⅲ類　つまみが肥大化した擬宝珠形で、端部内面に段（かえり）を有するもの。Ⅴ 2 ～Ⅵ 1 期。
　稜椀（図 3）　総高台ぎみの高台から体部が内湾ぎみに立ち上がり、口縁部外面をえぐって体部中
位に稜をつけたもの。Ⅴ 2 期。蓋Ⅲ類と組になるものと思われる。なお、より端部を外反させたもの
が、船戸川崎遺跡の南方 2 ㎞弱の新発田市青田遺跡の川跡より出土している。
　小椀（図 3）　口径 12㎝前後を測る小型椀で、総高台の底部か斜に開くもの。口縁端部内面に、や
や丸みをもたせている。Ⅵ 2 ～Ⅵ 3 期。
　椀（図 3）　総高台ぎみの底部から体部が直線的に斜に開く。口縁は、直に収めるものと端反りが
ある。米沢市古志田東遺跡（手塚 2001）では、口縁端部が外反ぎみのものが多くを占めている。Ⅳ
期からみられ、Ⅵ期以降は端反りタイプのものが主体となり、11 世紀代まで続く。
　無台杯（図 3）　漆器杯Ⅰ類に対応するもの。Ⅴ 2 期。
　有台杯（図 3）　底部を低く削り出し、体部が直に立ち上がるもの。口径は、10㎝前後。Ⅵ期。
　鉢（図 3）　無台で体部が大きく開くものと、有台で端反りのものがある。口径 25㎝前後。Ⅴ 2 期
～Ⅵ期。
（２）漆器（図３、壺を除く）

　漆器無台盤
　Ⅰ類　無台盤Ⅰ類・Ⅱ類に薄く漆を塗ったもの。Ⅲ～Ⅴ期。NA3（289）は、丁寧なつくりである。
　Ⅱ類　胎が非常に薄く、厚めの漆をかけるもの。身は深く、斜に開く。Ⅵ３期、10 世紀に入る。
　漆器有台盤　有台盤Ⅳ類に薄く漆をかけたもの。Ⅳ３期。
　漆器皿　浅身で、口縁が反りぎみに開き、小ぶりの高台が付く。Ⅵ３期。
　漆器杯
　Ⅰ類　胎が全体に薄く、体部が内湾ぎみに開く。内面のロクロ目が顕著である。Ⅴ２期。
　Ⅱ類　底部が厚く、体部が直に開く。Ⅰ類を在地で写したものと思われる。Ⅴ２期。
　漆器椀　総高台ぎみの底部から体部が直に開き、端部を反りぎみに収めるもの。Ⅵ２期。
　壺（図 6）　八幡林遺跡でのみの出土である。Ⅳ 1 期。
　なお外に、鞍の漆器片が船戸川崎遺跡 4 次調査で出土している。
（３）各器種の消長

　次いで、上記分類器種の消長を示す（図 4）。ここから知られることは、8 世紀後半のⅣ 2 期に入る頃
から器種が多様化し、それがピークに達するのが 9 世紀前半のⅤ 2 期を前後する時期で、Ⅵ期以降盤が
減少し、椀がめだってくることがわかる。この多様化し始める段階は、越後国北辺において爆発的に遺
跡数が増加する時期であり、官衙的な遺跡が各地で認められてくる時期である。そして挽物製品は、そ
れら官衙でのみ必要とされ、生産された器物であるということがいえる（中村 2002、水澤 2005）。
　文字資料からみると、船戸桜田・船戸川崎遺跡では、「木」の墨書土器とともに前者では「木」の
焼印が押された盤が 2 点出土している。また、「麻續部」（木簡：FS2）の存在は、信濃や上野等の
越後国外からの移住者を表していようし、それに「三宅」（墨書須恵器：FS4）や「守部」（木簡：
FK4）といった在地の富豪層や、国司の「少目」（木簡：蔵ノ坪遺跡、新潟県教委 2002）がかかわっ
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ていることから、この時期にかなりの移住者（開拓者）があったことが想定される。それは、この時
期にいたって、不毛の湿地帯が水運による交通体系の整備によって新生したということができよう（水
澤 2005）。
（４）無台盤と有台盤の時期的な口径の推移

　図 5 は、両者の口径（㎜単位切り捨て）を表に落としたものである。なお、口径が不明なものは、
高台径に 2 ㎝を足した数値で記してある。また、出土点数が非常に多い船戸桜田２次調査のみは、1
～ 3 段階とその外の 4 つに分けて示してある。
　一見してわかるのは、Ⅵ 1 期以降の所産である FS2 の 3 段階、FS4・5、FK2 で口径 24㎝を超える
ものが出土しておらず、Ⅵ 2 期には口径 20㎝に満たないものがほとんどを占めるということである。
前段階のⅤ 1 ～Ⅴ 2 期では、20 ～ 23㎝台の製品が中心であり、時期を遡るごとに口径が大きいもの
が中心となる。Ⅳ 1 期の八幡林遺跡Ｈ地区例（和島村教委 1994）では、図示された 8 点中 6 点が口
径 25㎝を越えている。
　それらは、畿内でも認められるところであり（町田・上原編 1985）、全国的な変化である可能性が
高い。ただし、提示された畿内の資料は、8 世紀後半の資料群（平城京・長岡京）のみであるため、
その時期にあたる大型品がほとんどを占めている。また、「皿か」とされた平城宮出土の 2513 は、蓋
Ⅰ類と思われる。
　次いで、7 世紀末～ 8 世紀前半代とされる山形県東置賜郡高畠町の大在家遺跡出土挽物では、有台
器種の占める割合が高く、口径 20㎝前後のものが多かった。また、漆器も有台盤・無台盤が各 1 点
以上出土している（高畠町教育委員会 1998 ～ 2001、実見）。
　以上の様相をふまえて再度まとめると、盤の口径の変化は、土器のそれに連動している可能性が高
いものと思われる。Ⅳ 1 期の八幡林遺跡Ｈ地区例（和島村教委 1994）では、口径 25㎝を超えるもの
が多く、Ⅴ 1 ～Ⅴ 2 期では、20 ～ 23㎝台の製品が中心となり、Ⅵ 2 期以降口径 24㎝を超えるものが
出土していない。そしてⅥ 3 期以降は、庄内の上高田遺跡（山形県埋文 1995・1998）や興屋川原遺跡（山
形県埋文 2010）、古志田東遺跡（米沢市教委 2001）、払田柵関連の厨川谷地遺跡（秋田県教委 2005）
にみられるように有台盤Ⅸ・Ⅹ類や椀が中心となっていく。
　したがって、8 世紀代に入り、土器様式に連動して木盤も口径を拡げ、9 世紀には小型化していく
ことがわかる。それは直接的には、盤の上に数点の食器（土器）が置かれたことを意味しよう（その
点、仲田茂司氏の復元想定された食膳における使用形態（仲田 1993）とは、異なる）。すなわち木盤は、
後代の折敷に相当する器種であり、その出現・普及に伴い、消えていったものと考えられる。したがっ
て同じ挽物でも、10 世紀後半以降に普及してくる漆器椀類（水澤 2007）とは、性格を異にする器種
であると考えられる。
　なお、11 世紀以降の漆器については、当日資料及び図 7・8 を参照のこと。

小　結

　以上、越後の 8 世紀から 10 世紀までの挽物製品を中心に概観してきた。
　奈良～平安前期の主な器種である木盤は、土製食器を置く台であり、その役割は後代の折敷に引き
継がれていった。また、漆塗りの盆もその後継である。
　そして、10 世紀以降に増加してくる椀・皿類は、11 世紀以降漆器が主体となり、食膳具の主体的
役割を（日本海沿岸地域では貿易陶磁とともに、それ以外の西日本では土器に組み合わされて）担う
ようになっていったと考えられる。
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図１　無台盤の分類

図２　有台盤の分類

図３　漆器，蓋・椀等の分類

図５　盤口径分布

図４　挽物消長表
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一之口東　川２層

下町・坊城Ａ川下層

陣が峯城跡

下町・坊城Ａ川上層

12Ｃ後半

大坪遺跡

12Ｃ末～13Ｃ初

一之口東　川２層

下町・坊城Ａ川下層

陣が峯城跡

下町・坊城Ａ川上層

12Ｃ後半

大坪遺跡

12Ｃ末～13Ｃ初

図６　八幡林遺跡出土漆器

図９　時期区分（春日 2010 を改変）

図７　下町・坊城遺跡Ｃ地点漆器変遷
　　　（12 世紀後半～ 13 世紀初頭）

図８　住吉遺跡出土漆器（13 世紀前半）




